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　主な研究テーマは「先端的パワー・シグナル・インテグリティ（PI/
SI）解析技術」です。パワーは、「電源」、シグナルは、「信号」です。
そして、インテグリティとは、「完全な状態」と言う意味です。で
すので、内容は、「電源・信号の完全性を解析する技術」となりま
す。ディジタル情報家電やカーエレクトロニクスの発展はめざまし
く、高周波化（高速化）が進みました。高周波帯では、信号の反射
や信号間の相互干渉が頻繁に生じます。さらに、ディジタル回路の
スイッチングが速くなると複雑なノイズが発生し、このノイズがグ
ラウンドに回り込み、電子機器で誤動作が発生します。高周波帯で
の電子機器設計のためには、電気信号の動きを正確に把握すること
が必須です。試作して、実測により検査するのでは、時間もコスト
も大変高価です。そこで、これら電気信号の動きをコンピュータシ
ミュレーションで検証し、電子機器の最適設計をしましょう。―と
言うのが私の研究です。

　電気信号の基本的な動きは、多様な方程式で記述されます。それに現実の条件を加えながら多様なノイズを解
析します。その結果を設計にフィードバックすることでディジタル情報家電やカーエレクトロニクス製品等の最
適設計を実現することを目指しています。これまで、多数の産学連携、また、国家プロジェクトに参画する機会
を得ました。研究成果の一部は、大手企業で汎用的に利用され、シミュレーション技術の重要性や産業界におけ
る位置づけを理解するに至りました。今後、アジアとの技術競争のために強化しなければならない分野であり、
昨今、自動車業界からの要望が強くなっています。PI/SI設計／研究のメッカを構築し、“知的”ものづくり産業
を創出する。これが夢です。ご指導、ご鞭撻の程、よろしくお願い申し上げます。
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【主な研究業績】

三次元パワー/シグナル・インテグリティ解析
（Cybershotやロボットの多層基板一括解析を実現）


